




。保護を要する児童の安全確保や適切な養育を行うため、一 時保護体制の充実を図ることが、
大変重要であると認識しております。

本県では、現在、尾張地域及び三河地域の2か所に定員合わせて78名の一時保護所を設置しており
ます。
さらに、多くの地域で一時保護ができるよう東三河地域や知多地域など、5か所の児童養護施設に定
員合わせて30名の一 時保護専用施設を設置しているところでございます。 一時保護専用施設は、今
年10月に1か所増やしたところで
あり、今後とも、県内各地に設置
できるよう、児童養護施設等に働
きかけてまいります。
県としましては、今後もこうした
取組を着実に推進し、児童の適切
な保護が行われるよう、一時保護
体制の充実を固ってまいります。

農゚福連携を充実していくためには、農業側の
受け入れ体制がしっかりしていなければなら
いと思ってい ます。
記事にはないですが、今回の 一般質問では、
農業側の経営体制、管理体制の強化もGAP
（農業生産工程管理）の推進と合わせて質問さ
せていただきました。

農作業の行程をそれぞれ分解して、工程ごと
に生産性を上げていく。結果、誰が作業しても
同様の成果が得られる。そんな農業を実現さ
せていくことが出来れば、障がい者の方を容
易に雇用することができるのだと考えます。
足腰の強い、生産性の高い農業を実現させてこ
その農福連携。そのカギは農業側にあります。

「県事業及び予算に関する要望書」提出

昨年の11月29日に自民党東三河県議団として、大
村愛知県知事に対して令和4年度の「県事業 及び予
算に関する要望書」を提出いたしました。

主な要望内容

• 新型コロナウイルス感染症対策の充実、及びアフターコ

ロナを見据えた大胆な地域振興策の充実

• 県におけるデジタルトランスフォ ー メ ー ションの推進と

デジタル人材の育成

• 新規就農支援の拡充

・ 名豊道路4車線化の推進

・ 豊橋新城スマ ートインター チェンジヘのアクセス道路の整備

など




